
広
報
富
士
河
口
湖

　
２５

国
際
青
少
年
研
修
協
会

＝
在
職
者
訓
練
＝

冬
の
Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
相
談
会

＝
財
務
省
関
東
財
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
＝

富
士
五
湖
聖
苑
　
年
始
休
業
に
つ
い
て

山
梨
宝
石
博
物
館
　
入
館
無
料
の
お
知
ら
せ 

竜
ケ
岳
か
ら

　
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
」
を
眺
め
よ
う
！

ま
す
。30
分
無
料
託
児
も
あ
り
ま
す
。

■
日
　
時
　
12
月
16
日
（
火
）・
17
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
無
料
）

■
場
　
所
　
い
ち
や
ま
マ
ー
ト
城
山
店

●
連
絡
先
　
子
育
て
ふ
ぁ
ん
は
う
す
　
ふ
わ
っ
と

　
　
　
　
　
℡
23
‐
３
２
３
６
（
渡
辺
）

※
山
梨
県
委
託
　
ま
ち
か
ど
子
育
て
応
援
事
業

　
本
栖
湖
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
末
年
始

の
営
業
を
昨
年
度
よ
り
開
始
し
て
お
り
ま
す
。12
月
下
旬

か
ら
１
月
上
旬
に
か
け
て
、
竜
ケ
岳
か
ら
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
富
士
」
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
登
山
口
は
、
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
か
ら
歩
い
て
４
・
５
分
で
す
。

■
日
　
程
　
12
月
28
日
（
日
）
～
１
月
10
日
（
土
）

■
費
　
用
　
一
般
１
８
９
０
円
、
高
校
生
１
４
８
０
円

　
　
　
　
　
　
中
学
生
以
下
１
０
７
０
円

※
県
内
の
方
で
宿
泊
費
と
暖
房
費
の
費
用
で
す

●
問
合
先
　
本
栖
湖
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
℡
87
‐
２
２
３
１

■
期
　
間
　
３
月
27
日
（
金
）
～
４
月
２
日
（
木
）6
泊
7
日

■
場
　
所
　
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
島

■
内
　
容
　
野
外
活
動
（
海
水
浴
、
イ
カ
ダ
作
り
、
ハ
ー
レ

　
　
　
　
　
ー
船
大
会
な
ど
）
、
文
化
体
験
（
さ
と
う
き
び

　
　
　
　
　
刈
り
＆
絞
り
、
洞
窟
探
検
）

■
定
　
員
　
小
学
生
３
５
０
名
（
小
２
～
６
年
生
）

■
締
切
り
　
３
月
６
日
（
金
）（
申
込
先
着
順
）

■
期
　
間
　
３
月
26
日
～
4
月
6
日(

8
～
12
日
間)

■
内
　
容
　
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
、
学
校
体
験
、
英
語
研
修
、
野

　
　
　
　
　
外
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
、
文
化
交
流
、

　
　
　
　
　
地
域
見
学
等

■
派
遣
先
　
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

　
　
　
　
　
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ェ
ジ
ー
、

　
　
　
　
　
カ
ン
ボ
ジ
ア

■
対
　
象
　
小
学
２
年
～
高
校
３
年

■
参
加
費
　
27
万
円
～
38
万
円

■
締
切
り
　
２
月
６
日
（
申
込
先
着
順
）

●
問
合
先
　
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
　
　
　
　
℡
０
３
‐
３
３
５
９
‐
８
４
２
１

　
　
　
　
　U

R
L

　h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
s
k
k
.
o
r
.
j
p

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

■
日
　
程
　
２
月
下
旬
の
６
日
間
　
午
後
６
時
～
９
時

■
定
　
員
　
20
名
　
　
■
受
講
料
　
２
１
０
０
円

■
内
　
容
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
に
よ
る
、
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
ペ
ー
ジ
作
成
の
基
礎
を
習
得
し
ま
す
。

■
対
象
者
　
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
文
書
作
成
の
で
き

　
　
　
　
　
る
方

●
問
合
先
　
県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
　
　T

E
L

0
5
5
4-

43-

8
9
1
1
　

　
　
　
　
　
　
　F

A
X

0
5
5
4-

43-

8
9
1
2

 

　
　
お
子
様
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
、

成
人
さ
れ
て
か
ら
目
に
障
害
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、
視

覚
に
問
題
が
あ
る
子
ど
も
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る
方

な
ど
、
目
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

に
下
さ
い
。

■
日
　
時
　
12
月
13
日
（
土
）・
14
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
　
所
　
県
立
盲
学
校
（
甲
府
市
下
飯
田
2-

10-

2
）

■
申
込
方
法
　
前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

　
　
　
　
　
さ
い
。
受
付
時
間
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
問
合
先
　
県
立
盲
学
校
視
覚
障
害
教
育
相
談
・

　
　
　
　
　
支
援
セ
ン
タ
ー
　
担
当
;
浅
川
、
佐
田

　
　
　
　
　
　
　T

E
L

0
5
5-

2
2
6-

3
3
6
1

　
　
　
　
　
　
　F

A
X

0
5
5-

2
2
6-

3
3
6
2

「
株
券
電
子
化
」
の
準
備
は
も
う
お
済
で
す
か
？

　
株
券
電
子
化
に
つ
い
て
は
、
２
０
０
９
年
１
月
を
目
標

に
株
券
電
子
化
の
実
施
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
は
、
株
券
電
子
化
に
向
け
て
の
準
備
は

お
済
で
す
か

　
株
券
電
子
化
に
向
け
た
準
備
が
ま
だ
お
済
で
な
い
方

は
、
早
急
に
ご
準
備
を
お
進
め
く
だ
さ
い
。

◎
株
券
は
本
人
名
義
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

◎
証
券
会
社
を
通
じ
て
「
ほ
ふ
り
」
へ
預
託
し
て
い
ま
す

か
？

●
問
合
先
　
「
日
本
証
券
協
会
　
証
券
決
済
制
度
改
革
推

　
　
　
　
　
進
セ
ン
タ
ー
」TEL

03-

3
6
6
7-

4
5
0
0

　
　
　
　
　

又
は「
関
東
財
務
事
務
所
甲
府
財
務
事
務
所
」

　
　
　
　
　 TEL

0
5
5-

2
5
3-

2
2
6
3

■
期
　
間
　
１
月
１
日（
木
）～
12
日（
火
） 

　
　
　
　
　
　
　
　（
な
お
、７
日
は
休
館
日
で
す
） 

■
対
　
象
　
富
士
河
口
湖
町
在
住
者
及
び
同
伴
者 

　
※
入
館
の
際
確
認
資
料（
免
許
証
・
保
険
証
・
町
民
優

　
待
カ
ー
ド
な
ど
提
示
し
て
下
さ
い
。 

※
展
示
品
総
数
５
０
０
種
約
３
０
０
０
点 

　
大
自
然
が
創
り
出
し
た
希
少
な
宝
石
の
数
々
を
是
非
こ

　
の
機
会
に
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　
平
成
21
年
１
月
１
日
～
３
日
ま
で
の
３
日
間
は
休
業

と
い
た
し
ま
す
。
４
日
以
降
の
火
葬
予
約
は
、
１
月
１
日

～
３
日
の
間
も
各
市
町
村
役
場
で
受
付
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
斎
場
受
付
の
み
、
３
日
午
前
８
時
30
分
よ
り
富

士
五
湖
聖
苑
で
行
な
い
ま
す
。

１
）
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島

２
）
小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
春
休
み
海
外
派
遣
事
業



広
報
富
士
河
口
湖

　
２６

町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
富
士
河
口
湖
町
内
天
然
記
念
物
保
存
管
理
計
画
検
討
委
員
会
に
つ
い
て

●
は
じ
め
に

　
富
士
河
口
湖
町
内
に
は
、
富

士
山
の
火
山
活
動
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
た
溶
岩
樹
型
や
洞

穴
が
多
数
存
在
し
ま
す
。
竜
宮

洞
穴
、
西
湖
蝙
蝠
穴
お
よ
び
コ

ウ
モ
リ
、本
栖
風
穴
、富
岳
風
穴
、

富
士
風
穴
、
船
津
胎
内
樹
型
の

六
件
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
形
や

空
間
が
も
つ
地
質
学
・
火
山
学

的
な
価
値
が
評
価
さ
れ
、
昭
和

四
年
十
二
月
十
七
日
に
国
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
、
富
士
河
口
湖

町
で
は
、
こ
の
六
件
の
天
然
記
念
物
の
保
存
管
理
計
画
を
策

定
す
る
た
め
に
「
富
士
河
口
湖
町
内
天
然
記
念
物
保
存
管
理

計
画
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

●
保
存
管
理
計
画
と
は

　
文
化
財
保
護
法
に
お
い
て
、
記
念
物
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

文
化
財
（
史
跡
・
名
勝
・
天
然
記
念
物
）
の
現
状
変
更
に
際
し

て
、そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
財
が
も
つ
価
値
を
維
持
す
る
た
め
に
、

許
可
の
基
準
を
明
確
に
す
る
た
め
に
策
定
さ
れ
る
の
が
保

存
管
理
計
画
で
す
。
保
存
管
理
計
画
の
策
定
の
た
め
に
は
、

価
値
の
再
検
討
や
保
護
の
た
め
に
必
要
な
地
域
の
区
分
、
現

況
の
把
握
の
た
め
の
詳
細
な
地
形
図
の
作
成
な
ど
の
調
査
・

研
究
も
重
要
で
す
。

●
保
存
管
理
計
画
の
策
定
に
伴
う
作
業

一
、 

地
形
測
量

　
町
内
に
所
在
す
る
国
の
天
然
記
念
物
は
、
前
述
の
と
お
り

昭
和
の
戦
前
に
指
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
指
定
当
時
の
状

況
と
現
在
で
は
、
周
辺
の
環
境
な
ど
少
な
か
ら
ず
変
化
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
溶
岩
樹
型
や
洞
穴
の
形
状
を
精
密
な
技
術

で
図
化
し
た
も
の
や
、
地
下
で
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る

か
が
わ
か
る
図
面
が
存
在
し
な
い
た
め
、
管
理
の
上
で
は
問

題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
保
存
管
理
計
画
策
定
の
基
礎

資
料
と
し
て
、
溶
岩
樹
型
や
洞
穴
の
詳
細
な
地
形
測
量
調
査

を
進
め
て
い
ま
す
。

二
、 

天
然
記
念
物
の
価
値
の
再
検
討

　
そ
れ
ぞ
れ
の
天
然
記
念
物

に
は
、
ど
の
よ
う
な
価
値
が
あ

り
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
保
全
で
き
る
の
か
検
討
し

て
い
ま
す
。
洞
穴
の
形
成
さ
れ

た
年
代
や
基
盤
と
な
っ
て
い

る
溶
岩
の
由
来
、
形
状
・
規
模

や
特
徴
、
こ
れ
ま
で
の
利
用
形

態
な
ど
自
然
的
な
要
素
の
み

な
ら
ず
社
会
的
な
要
素
も
含

め
て
い
ま
す
。

三
、 

保
存
管
理
の
方
法
の
検
討

　
竜
宮
洞
穴
と
本
栖
風
穴
を
除
く
四
件
の
溶
岩
樹
型
と
洞

穴
は
、
多
く
の
人
々
が
観
光
や
エ
コ
ツ
ア
ー
な
ど
で
入
洞
し

て
い
ま
す
。
安
全
に
入
洞
す
る
と
と
も
に
、
天
然
記
念
物
や

周
辺
の
環
境
が
保
護
さ
れ
る
よ
う
ル
ー
ル
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
検
討
委
員
会
の
委
員
に
は
公
開
に

携
わ
る
関
係
者
の
方
々
も
交
え
、
幅
広
い
意
見
を
集
約
し
て

行
く
方
針
で
す
。

四
、 

保
存
管
理
計
画
報
告
書
の
刊
行

　
内
容
の
検
討
が
完
了
し
た
保
存
管
理
計
画
に
つ
い
て
は
、

計
画
の
実
施
の
た
め
、
報
告
書
を
平
成
二
十
一
年
度
に
刊
行

す
る
予
定
で
す
。

　 

（
生
涯
学
習
課
　
文
化
財
担
当
　
学
芸
員
　
杉
本
悠
樹
）

第１回検討委員会の様子

船津胎内樹型

お
め
で
た
（
出
生
）

お
子
さ
ん

父

母

【
10
月
23
日
か
ら
11
月
19
日
ま
で
】

お
く
や
み
（
死
亡
）

届
出
人

古
屋
麻
奈
実
　
　
　
剛
　
　
弘
　
江
　
船
津

加
藤
　
志
保
　
　
俊
　
介
　
由
　
紀
　
船
津

山
岡
　
優
斗
　
　
栄
　
一
　
聡
　
子
　
船
津

三
浦
　
友
脩
　
　
友
　
寛
　
美
由
喜
　
船
津

田
代
　
花
歩
　
　
　
敦
　
　
衣
　
美
　
船
津

羽
田
　
紅
芭
　
　
千
　
晶
　
　
恵
　
　
船
津

渡
邉
　
月
季
　
　
英
　
之
　
直
　
美
　
船
津

勝
又
　
泰
佑
　
　
武
　
寛
　
博
　
子
　
船
津

加
々
美
の
の
　
　
　
優
　
　
園
　
美
　
船
津

丸
島
由
衣
伽
　
　
壮
太
郎
　
裕
　
美
　
船
津

宮
下
莉
未
南
　
　
秀
　
貴
　
ゆ
か
り
　
船
津

前
原
　
悠
希
　
　
保
　
正
　
広
　
美
　
小
立

鈴
木
　
一
葉
　
　
直
　
也
　
公
　
菜
　
小
立

三
浦
　
遼
大
　
　
幸
　
人
　
加
　
代
　
小
立

渡
辺
　
温
太
　
　
敬
　
一
　
美
　
鈴
　
小
立

山
本
　
空
弥
　
　
亮
　
輔
　
千
　
春
　
勝
山

流
石
　
　
青
　
　
英
　
一
　
和
　
美
　
勝
山

渡
邉
　
哲
夫
　
54
歳
　
渡
邉
サ
モ
ン
　
船
津

渡
邊
　
弥
作
　
99
歳
　
渡
邊
　
高
光
　
船
津

渡
邉
八
重
子
　
78
歳
　
渡
邉
　
　
泉
　
船
津

大
石
　
　
馨
　
89
歳
　
大
石
　
幹
男
　
小
立

中
村
て
る
子
　
84
歳
　
中
村
　
俊
行
　
河
口

ま
　 

な 

　
み

ゆ
　 

い
　 

か

り
　 

み
　 

な

し
　
ほ

ま
さ
　
と

ゆ
う 

す
け

か
　
ほ

く
れ
　
は

つ
　
き

た
い 

す
け

ゆ
う
　
き

か
ず
　
は

は
る
　
と

は
る
　
た

く
う
　
や

あ
お
い
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お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

人口

男

女

世帯

　　25,890人
(±0)

 12,736人
(＋1)

 13,154人
　(－1)

 8,976  
(±0)

人のうごき人のうごき人のうごき

世帯

11月1日現在の
人口・世帯
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所
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会

問
合
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山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
所

　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

22-

3
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1
1

国
民
年
金
・
社
会
保
険
相
談
所

行政相談・心配ごと相談日

12月20日(土)

　
相
談
者
や
効
率
的
な
相
談
の
た
め
、
行
政
相

談
・
心
配
ご
と
相
談
、
弁
護
士
相
談
は
予
約
制
に

な
り
ま
し
た
。

　
１２
月
２０
日
の
相
談
の
予
約
は
、１２
月
１７
日
（
水
）

ま
で
に
町
役
場
企
画
課
（
７２-

６
０
２
３
）
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
は
、
1
人
２０
分

間
と
し
ま
す
。

行政相談・心配ごと相談は　　　　　　　です！

町中央公民館

勝山ふれあい
センター

足和田出張所

上九一色出張所

午前１０時～午後２時 午前１０時～１２時

午後１時～４時

午後１時１５分
　　～２時４５分

◆行政相談・心配ごと相談・弁護士相談は、どこの場所へ行ってもOKです。

場　所 時　間 弁護士相談
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町
の
行
政
相
談
委
員
さ
ん
は

１２
月
の
多
重
債
務
相
談
日

　
○
日 

程
　
12
月
20
日
（
土
）
　

　
　
　
　
　 

午
後
１
時
～
３
時

　
○
相
談
場
所
　
町
中
央
公
民
館
　
第
2
研
修
室

展
示
期
間
　
12
月
18
日
～
１
月
22
日

　
年
の
瀬
か
ら
新
春
、
筆
墨
で
求
め
る
こ
と
の
深
さ
を

味
わ
い
な
が
ら
の
小
作
品
で
す
。
庁
舎
に
お
出
か
け
の

折
り
、
ご
批
正
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
梶
原
憲
山
、
朝
比
奈
喜
四
郎
、
井
出
博
子
、
宇
野
満
子
、

　
大
石
総
子
、
奥
脇
絵
美
子
、
小
佐
野
絹
子
、
小
佐
野
操
、

　
申
谷
初
江
、
坂
本
初
子
、
白
壁
祥
江
、
土
屋
利
代
、
外
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外
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美
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中
村
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三
浦
泰
江
、
森
沢
和
久
、

　
渡
辺
恵
巳
子
、
渡
辺
勝
宜
、
渡
辺
桂
司
、
渡
辺
精
子
、
渡
辺
初
美
、

　
渡
辺
と
よ
子
、
渡
辺
裕
美
、
渡
辺
美
明

「
麦
嶺
書
社
」
色
紙
展

■
展
示
者
■

拙
　
養

中

村

湖

石

◆今月の庁舎企画◆ 町民ギャラリー展町民ギャラリー展

★来月号(１月号)の広報誌は、１月１５日に発行予定です。町民カレンダーは１部５００円で販売します。



地球環境にやさしい町づくりを進めています。

ISO 14001 認証取得

休日・夜間の救急医の問い合わせ先　℡２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時から、日曜・祝祭日　午前8時～
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町に対するあなたの思いを詩にしてみませんか？
その思いをイルカさんが、一つのうたに創りあげます！！

　「町うた」制作実行委員会（渡辺靖彦実行委員長）では、町の合併５周年を迎え更に町を愛し、また町が末永く愛さ

れ続けられるようにという願いのもと、たくさんの皆さんに親しまれ、心に刻まれるよう「町のうた」を作ろうと

「町うた」計画を始めました。多くの町民の皆さんも、是非、応募して下さい、多数の応募をお待ちしております。

　「町うた」制作実行委員会では、実行委員会に加わっていただけ実行委員を求めています。この実行委員会は、

町民による手弁当の集まりであり、みんなで共に創りだしていく組織です。難しい決まりはありません、「町うた」を

作ろうという熱意があればＯＫです。連絡（上記問合先へ）をお待ちしています。次回の実行委員会は１２月１７日（水）

午後７時３０分から町中央公民館で行います。

＜応募規定＞

　内　容　：富士河口湖町をイメージした詩、文章及びメッセージなど短文の応募

　対　象　：町民及び町出身者、町に親しみを感じている町を知っている方

　　　　　（国内外からの応募可、但し、日本語のみで、補作詞する可能性があります。）

　応募点数：１人２編まで

　応募方法：（郵送の場合）４００字詰め原稿用紙１～３枚程度に記入し下記事務局に郵送して下さい。

　　　　　 （Eメールの場合）下記事務局メールアドレスにお送り下さい。

　　　　　 ※上記いずれの応募方法も、郵便番号、住所、氏名、年齢、学校名及団体名、電話番号を記入し

　　　　　　 応募して下さい。

　応募期間：２００９年（平成２１年）１月３０日（金）郵送の場合は当日消印有効

　応募料　：無料

　応募先　：〒４０１-０３０１ 富士河口湖町船津１７００　町役場企画課内　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富士河口湖町「町うた」制作実行委員会事務局

　　　　    E-mail ：kikaku@town.fujikawaguchiko.lg.jp　　　　　　　　　　　　　

■選考方法  ：「町うた」の作曲者となります歌手イルカさん他有識者にて構成する富士河口湖町「町うた」

　　　　　    選定委員会に図り決定いたします。

■表　彰　  ：採用者１名、優秀者２名を選定し表彰する。

　　　　　 　・採用者には賞金１０万円と副賞

　　　　　 　・優秀者には、賞金２万円と副賞　

■発　表　  ：平成２１年３月末に富士河口湖町ホームページにて発表する予定です。

■問合せ先  ：「町うた」制作実行委員会事務局　TEL７２‐６０２３

■その他　  ： ・応募作品は未発表のものに限る。

　　　　　     ・応募作品を歌として仕上げるため、作品の一部を変化させアレンジする場合があります

　　　　　 　 （補作詞）ので、予めご了承下さい。また、完成作品の作詞者名は当選者となりますが、場

　　　　　 　 合によって、歌詞のアレンジをされた方の共同作詞者名となることがありますので、予め

　　　　　 　 ご了承下さい。

　　　　　    ・採用作品の権利は、すべて主催者の帰属となります。

　　　　 　   ・応募に際し取得した個人情報は、上記目的及び目的に関わる事務以外に利用することは

　　　　　  　ありません。尚、「町うた」の披露などに伴う案内に使用する場合があります。

富士河口湖町

■募集要項■


